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平
成
18
年
第
3
回
市
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
説
明
の
あ
っ
た
当
面

す
る
市
政
の
諸
課
題
、
な
ら
び
に

主
な
提
出
議
案
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
市
の
行
政
運
営
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
豊
岡
市
総
合

計
画
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

3
月
末
の
計
画
策
定
に
向
け
、
5

月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
5
回

「
豊
岡
市
総
合
計
画
審
議
会
」
に

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問

し
ま
し
た
。

審
議
会
に
お
い
て
、
幅
広
い
視

点
、
長
期
的
な
展
望
の
も
と
で
審

議
を
し
て
い
た
だ
き
、
10
月
末
に

答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

旧
豊
岡
病
院
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
4
月
に
開
催
さ
れ
た
全

員
協
議
会
で
基
本
的
な
方
向
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
元
住
民
説
明
会
、
若

者
を
対
象
と
し
た
座
談
会
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
意
見
聴

取
等
を
行
い
、
い
た
だ
い
た
意
見

を
参
考
に
、
最
終
的
に
「
豊
岡
病

院
跡
地
利
用
基
本
計
画
」
を
取
り

ま
と
め
、
5
月
下
旬
に
関
係
者
に

配
布
し
ま
し
た
。

今
議
会
の
理
解
を
得
て
、
民
間

事
業
者
の
公
募
手
続
き
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
応
し
、
新
し
い
行
政
需
要
の
財

源
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革

委
員
会
、
行
政
改
革
本
部
、
行
政

改
革
グ
ル
ー
プ
会
議
を
設
置
し
、

行
政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

基
準
や
指
針
等
、
行
政
改
革
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
効
率
的
・
効
果
的

な
組
織
検
討
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
協
議
や
具
体
的
な
補
助
金
改
革

に
つ
い
て
の
議
論
も
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
行
革
の
必
要
性
を
市

広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
市
民

と
の
意
見
交
換
の
場
「
行
革
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
旧
市
町
単

位
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
議
論
を
深
め
、
今
秋
の

行
政
改
革
大
綱
策
定
に
向
け
、
作

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
体
開
催
ま
で
あ
と
1
1
0
日

余
り
と
な
り
ま
し
た
。
国
体
参
加

者
を
万
全
の
体
制
で
迎
え
る
た

め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
啓
発
用
品
、
ス

タ
ッ
フ
被
服
な
ど
の
素
材
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
を
採
用
す
る
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
国
体
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
た
な
豊
岡
フ
ァ
ン
を
増
や
す
と

と
も
に
、
台
風
23
号
支
援
に
対
す

る
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

豊
岡
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
国
体

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

兵
庫
県
の
改
訂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

併
せ
、
鋭
意
、
策
定
作
業
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
市
と
し
て
の

計
画
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

計
画
案
は
、「
み
ん
な
の
力
で

命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
を
理
念
と

し
、「
災
害
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
す

る
」「
減
災
の
視
点
に
立
つ
」「
地

域
の
力
を
蓄
え
る
」
を
基
本
指
針

に
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
履

歴
や
教
訓
、
住
民
意
見
な
ど
を
反

映
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
事
項

を
具
体
的
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
避
難
勧
告
お
よ
び

避
難
指
示
の
発
令
基
準
は
、
従
来

よ
り
も
早
い
時
期
に
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町

お
よ
び
北
但
行
政
事
務
組
合
は
、

本
年
2
月
23
日
に
「
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
施

設
規
模
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
北
但
行
政
事
務
組
合
と
し
て

「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

画
」
を
作
成
し
、
3
月
31
日
に
国

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
施
設
か
ら
発
生
す
る
焼
却
灰

お
よ
び
煤
塵

ば
い
じ
ん

の
溶
融
処
理
に
つ
い

て
は
、
譛
兵
庫
県
環
境
ク
リ
エ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
に
処
理
委
託
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決

定
は
、
域
内
で
の
最
終
処
分
量
が

減
る
こ
と
と
、
コ
ス
ト
面
で
も
有

利
で
あ
る
と
の
判
断
に
基
づ
く
も

の
で
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

臨
床
研
修
医
制
度
の
影
響
等
に
よ

り
、
但
馬
地
域
で
も
住
民
へ
の
医

療
提
供
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
医
師
確
保
の
努
力
が

懸
命
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
医

師
不
足
は
構
造
的
な
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
但
馬
の
市
町
長
お
よ

び
病
院
組
合
関
係
者
で
対
応
を
協

議
し
た
結
果
、
各
病
院
の
機
能
分

担
と
連
携
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

但
馬
に
お
け
る
医
療
シ
ス
テ
ム
を

再
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
の

認
識
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
検
討

に
は
、
県
当
局
に
も
指
導
的
立
場

で
参
加
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
今
後
、

検
討
組
織
を
設
置
し
、
協
議
を
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
重
度
障

害
者
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
援
を

必
要
と
す
る
要
援
護
者
が
、
災
害

時
に
迅
速
に
避
難
情
報
の
提
供
や

豊
岡
市
総
合
計
画
の
策
定

豊
岡
病
院
跡
地
利
用
計
画

行
政
改
革
の
推
進

防
災
施
策

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
開
催

北
但
ご
み
汚
泥
処
理
施
設

の
建
設
計
画

但
馬
地
域
に
お
け
る

医
療
の
あ
り
方
の
検
討

災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
対
策

市
政
の
動
き

6
月
定
例
市
議
会

市
長
総
括
説
明
から

（
6
月
5
日
）
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避
難
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
整

備
を
図
る
た
め
、「
災
害
時
要
援

護
者
登
録
制
度
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

現
在
、
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
よ
る
各
戸
訪
問
や
郵
送

に
よ
る
対
象
者
へ
の
登
録
勧
奨
を

行
っ
て
お
り
、
7
月
中
旬
に
は
地

域
支
援
者
に
情
報
提
供
で
き
る
よ

う
、
登
録
台
帳
の
作
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
区
長
を
は
じ
め
行
政
区

の
役
員
、
民
生
委
員
な
ど
の
地
域

支
援
者
に
、
地
域
特
性
に
合
っ
た

支
援
方
法
な
ど
を
協
議
し
て
い
た

だ
き
、
制
度
が
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
直
営
で
あ
る
豊
岡
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
豊
岡
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
豊

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
、
城
崎
・
竹
野
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
城
崎
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
4
月
か
ら
業
務
を
始
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
高
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
出
石
・
但
東
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
竹

野
、
但
東
分
室
は
、
6
月
1
日
に

各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
健
師
等
専

門
職
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
か

ら
、
但
東
分
室
に
は
保
健
師
も
し

く
は
看
護
師
1
名
が
配
置
さ
れ
て

お
ら
ず
、
当
面
は
直
営
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
間
の
連
携
を
図

る
こ
と
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
立
西
保
育
園
建
設
工
事
に
つ

い
て
は
、
6
月
末
の
完
成
、
7
月

18
日
の
開
園
を
目
指
し
、
順
調
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。

建
設
現
場
の
地
盤
沈
下
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
沈
下
量
は
徐
々
に

減
少
し
て
き
て
お
り
、
終
息
に
向

い
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
安
全
性
に
特

に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
安
全
管
理
に
は
十

分
に
注
意
を
払
い
、
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈱
北
前
館
お
よ
び
譛
但
馬
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
経
営
改
善
策
の
策
定
に

つ
い
て
、
市
に
対
し
検
討
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
出
資
・
出
捐
を

し
て
い
る
団
体
と
し
て
、
経
営
悪

化
の
原
因
を
検
証
し
、
経
営
改
善

の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
経
営

の
専
門
知
識
を
有
す
る
者
な
ど
で

構
成
す
る
経
営
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
基
本
方
策
を
見
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
経
済
戦
略
の
推
進
を
図
る

た
め
、
環
境
と
経
済
が
共
鳴
す
る

事
業
の
総
合
的
な
展
開
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、
今
年
4
月
に
事

業
者
・
市
民
等
の
連
合
体
で
あ
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
環
境
経
済
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
地
産
地
消
の
仕
組
み

づ
く
り
を
は
じ
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
造
成
、
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
等
に
つ
い
て

総
合
的
に
調
査
研
究
し
、
実
行
し

て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
も
可
能
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く

り
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
中

核
施
設
と
し
て
、
年
内
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

河
道
掘
削
工
事
に
つ
い
て
は
、

継
続
事
業
で
あ
る
湯
島
・
戸
島
地

区
、
立
野
地
区
、
大
磯
地
区
の
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
出
石
川
の
河
道
掘
削
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
ひ
の
そ
島
の
掘

削
お
よ
び
立
野
地
区
土
砂
仮
置
場

整
備
工
事
が
、
年
度
内
に
完
了
予

定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

内
水
工
事
で
は
、
豊
岡
排
水
機

場
の
改
築
に
向
け
た
基
礎
工
事
等

に
着
手
し
、
ま
た
、
城
崎
排
水
機

場
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
に
着
手

予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

築
堤
工
事
に
つ
い
て
、
一
日

市
・
宮
島
堤
防
に
つ
い
て
は
、
用

地
交
渉
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
立

野
、
江
本
堤
防
は
、
す
で
に
工
事

着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
倉
・
赤

崎
地
区
で
も
地
元
説
明
会
を
終

え
、
事
業
を
進
め
る
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
大
磯
塩
津
築

堤
は
、
4
月
か
ら
用
地
交
渉
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
拠
点
に
つ
い
て
は
、

六
方
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

す
る
た
め
、
詳
細
設
計
に
着
手
さ

れ
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
、
六
地

蔵
地
区
と
立
野
地
区
で
は
、
用
地

交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
梁
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

鳥
居
橋
で
は
橋
脚
撤
去
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
北
近
畿

タ
ン
ゴ
鉄
道
円
山
川
橋
梁
の
改
築

工
事
の
詳
細
設
計
に
着
手
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
豊
岡
河
川
国
道
事
務

所
な
ら
び
に
県
と
連
携
を
密
に

し
、
沿
川
住
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
事
業
の
推
進
を
計
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
指
定
文
化
財
「
永
楽
館
」
を
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
昔
な

が
ら
の
芝
居
小
屋
と
し
て
復
原

し
、
観
光
お
よ
び
市
民
活
動
の
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
秋
の
竣
工
予
定
で
す
。

今
後
、
工
事
の
安
全
は
も
と
よ

り
、
芝
居
小
屋
「
永
楽
館
」
を
通

し
て
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
認

識
し
な
が
ら
、
施
設
運
営
や
活
用

方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

市
民
と
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
が
図

れ
る
よ
う
な
施
設
の
実
現
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊岡市のホームページに、「市長総括説明」の全文を掲載しています。

環
境
経
済
戦
略
の
推
進

永
楽
館
復
原
建
築
工
事

市
立
西
保
育
園
建
設

工
事
現
場
の
地
盤
沈
下

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の

経
営
検
討
委
員
会
の
設
置

円
山
川
緊
急
治
水
対
策

事
業
の
進
捗
状
況


